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8 月 5 日（土）9日（水）
大学生のサポートでこどもたちが、集
中して宿題に取り組むことが出来まし
た。初めての試みでしたが「分からな
いところを、大学生がやさしく教えて
くれて嬉しかった」と参加した小学生
が笑顔で答えてくれました。

協力：大和大学 学生サークル 「そらまめ」
　　　大阪学院大学 学生ボランティア

すいたオータムフェスタ2023

SUITA  JAZZ  GOSPEL  LIVE

ゲスト
Asiah(エイジア)

開演：１０月２１日 (土 )・２２日 (日 )正午～午後５時

父を想う～小坂忠 追悼ライブ～
１０月２１日 (土 )午後４時～

＜プロフィール＞
　父の小坂忠は牧師でシンガーソングライター、母はプロデューサーという
恵まれた音楽環境で育つ。物心つく前から両親と教会に行き始め、教会音楽、
ゴスペルに強い影響を受ける。高校時代に渡米、カレッジ卒業後、アメリカでの
様々な音楽活動で実績を積む。日本ではアーティストとコラボレートし、ツアー
やアルバムに参加する。ミクタム制作のワーシップＣＤではワーシップリーダー、
またソングライターとして活躍。現在はロサンゼルスに住み、ゴスペル、Ｒ＆Ｂ
シンガーとして、又、所属教会のワーシップチームで奉仕。ミクタムよりソロ
ＣＤ６枚をリリース。日米ほか海外で精力的に活動を拡げている実力の持ち主。
ソウルフルな歌声は多くのファンを魅了している。現在はＮＵＴ癌で天国に
送った１４歳の次女 (Skye) の名でＮＰＯを立ち上げ、ＮＵＴ癌患者と小児癌と闘
う家族の支援活動も行っている。

すいたオータムフェスタ

コミセン夏休み特別企画報告 宿題をやっちゃおう！

コミセン玄関前オープンカフェ

ポップコーン・フランクフルト　各１００円

喫茶すっく　コーヒー・紅茶など　各１５０円

１０月２２日 (日 )　午前 11 時～午後３時



部　会　活　動　予　定

対　　象 ︓ １か月～８か月くらいまでの赤ちゃんとママ
定　　員 ︓ 親子 10組　多数抽選
費　　用 ︓ 無　料
申し込み ︓ 10月3日（火）～10月13日（金）
　　　　　  電話・メールにて 
　    抽選結果は、当方より連絡いたします

★産後ママのボディーケア
開催日時 ︓ 10月23日（月）
     　　　　午前10時30分～午前11時45分
講　　師 ︓ 山口　敦子　さん

健康セミナー

コーヒー講座

　　　　　障がい者支援部会

■健康で長生きをするために

■美味しく学びましょう

開催日時：11 月 10 日（金）

　　　　　午後 2 時～午後 4 時 

講　　師：ブルーリボン職員 さん

定　　員：8 人　多数抽選

費　　用：500 円（材料費 + ケーキ）

持 ち 物：エプロン、三角巾、手拭きタオル、手袋

申し込み：10 月 20 日（金）～ 11 月 1 日（水）

結果発表  : 11 月 3 日（金）

開催日時：11 月 8 日（水）

　　　　　午後 1 時 30 分～午後 3 時 

高齢者福祉部会

こども将棋教室ほわほわくらぶもこもこくらぶ
10月19日(木)

午前10 時～正午            

対　   象：６0 歳以上

定　   員：先着 20人　

費　    用 ：ミニ色紙 300 円

　　　　　 （色紙掛けは別売り330円）

申し込み：10 月 2 日（月）～ 申し込み不要・当日参加申し込み不要・当日参加

 午前 10 時～正午

 対　 象：小学生

 定 　員：先着 20人

 費 　用：無　料

10月21日(土)
折り紙

10月9日(月)
午前10 時 30 分

　　　　　～ 11時 30 分            

対    象：0 歳～ 3 歳の

　　　　　乳幼児と保護者

定    員：先着 15 人　

費     用 ：無　料

花めぐり

ひと・共生部会

■秋の長居植物園散策

開催日時：11 月 1 日（水）雨天中止

集合場所：午前 10 時　コミセン玄関前集合

帰着予定：午後 3 時頃

定　　員：15 人　多数抽選

費　　用：交通費実費 820 円と植物園入園料 200 円

持 ち 物：飲み物、弁当、雨具等

申し込み：10 月 4 日（水）～ 10 月 18 日（水）

結果発表 ：10 月 20 日（金）

 

おおしま   たみき

初心者

歓迎！！

結果発表 は午前 9時 30 分以降、窓口または電話にてご確認ください。

やまぐち　　 あつこ

講　　師：相川診療所 院長

　　　　　大島　民旗 さん

定　　員：20 人　先着順

費　　用：無料

申し込み：10 月 19 日（木）～

美ママくらぶ美ママくらぶ

（来年の干支を作ります）



部　会　活　動　報　告

講師

土井 三郎 さん
ど い   さぶろう

講師

中川  光子 さん
なかがわ  みつこ

盆踊り講習会　　　　　　           7 月 5 日（水）・12 日（水）

　　　　　                                   文化活動部会

スカイクロス

　7 月 22 日（土）　　　　　　

 障がい者支援部会

出前講座「防災」ボッチャ 　 7 月 16 日（日）　　　　　　

  障がい者支援部会

　 　 7 月 31 日（月）　　　　　

福祉ボランティア部会

健やか体操7 月 26 日（水）　　　　　

 ひと・共生部会
出前講座「世界の三猿」
< 見ざる、聞かざる、言わざる＞

全身をのびのびと動かしました。脳
トレでは手指の体操をしました。涼
しい環境で最高の汗をかき、体が
軽くなりました。ストレッチと脳トレ
で健康長寿を目指します。（北嶋）
　　　

四猿や五猿もあれば、カエルや
コアラの形象もあり、バリエー
ションが豊かです。地域や時代
と関連させて三猿の謎について
伺いました。世界各地の三猿の実物を見せてもらって、
皆さん大変楽しかったようです。　　　　　（岸田）

子どもさん、車イスや視力障がいの方を含め３２人の参
加者で２面のコートを使って行いました。良い所にボー
ルが止まると拍手や歓声が上がりました。ボッチャは
ゲーム性も高く、障がい者と健常者が共に楽しめ交流
できるスポーツなのでこれからも続けたいです。（岸田）
　　　　　

地震や水害から命・暮らしを守る対策を学びました。
障がい者ら避難時に支援が必要な方たちへの対策、
地域の自主防災の取組み、福祉避難所の報告もあり、
取り組みを続ける大切さが確認されました。　（木村）
　　　　　

５曲の踊りを全員汗だくで踊りました。多くの方に参
加していただき、今回も中川先生のスキッとした御指
導のもと、楽しく踊りました。　　　　　　　（佐藤）
１.山田権六踊り　2. 河内おとこ節　3. 江州音頭
 4. 吹田音頭　5. 炭坑節　　

講師

吹田市危機管理室

吹田市福祉総務室　

　講師

吹田市立博物館 特別館長

　中牧 弘允さん
　なかまき ひろちか

講師

吹田市高齢福祉室

内田　瞳 さん
　うちだ　  ひとみ

蒸し暑い日でした。熱中症対策のために、十分な水
分補給休憩を取りました。８人を一組として実戦形
式で行い、回を重ねる毎にルールもよく理解し、投
盤も様になっていました。皆さん元気で楽しくできま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　（山上）

指導　吹田ボッチャの会



＊休館日のお知らせ＊　　コミセン：10月 17日（火）・11月 21日（火）
　　　　　　   　 　　 　 コミスペ：毎週木曜日と祝日の翌日 10 月 5日・10日・12日・19日・26日
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コミスペカフェ企画
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午前 11時～
　　　午後 3時
吹田市幸町 20-2
☎06-6382-3401

天保 13 年（1842 年）製作
市内の地車の中では台座の丈がもっとも高
いのにもかかわらず下層部の高さが一番低
いという特徴があり安定した外観です。

天保 10 年（1839 年）製作
製作以来、奉祝行事等に際して曳行され、
親しまれている地車です。地元で製作
され、現在まで建造当時の状態をよく
とどめている貴重なものです。

天保年間頃　製作
市内の他の地車に無い斬新な意匠がみられま
す。あえて建築に主体をおく古風さを意識し
て製作されたとみられます。

天保 6年（1835 年）製作
現存する地車の中で府内で 2番目に古い
貴重なものです。市内の地車の中では
一番背も高く、幅が狭いのが特徴です。

嘉永 7年（1854 年）製作
2年に 1回しか曳行されない小ぶりの地
車です。龍が描かれた鏡天井（一枚板天井）
など独自の手法が見られます。

天保年間頃　製作
花弁を模した上部が曲線の窓等の彫刻は
圧巻で、当時の高い工芸技術を知ることが
できます。

吹田だんじりまつりが今年も開催されました。今年は市内の地車 7台のうち 6台が曳行されました。
コミセンの前を通る姿は雄大で、参加された方の熱気に満ち溢れていました。江戸時代から続く伝統
文化を見ることができ、感動しました。

今年初参加の金田町自治会。
だんじりはトレーラーに
乗せて高浜神社へ運んだ
そうです。

だんじりの説明は「第 2回 吹田
だんじりまつり」のパンフレットを
参考に作成しました。

大屋根の上に人が乗ってい
るのは市内では都呂須の
地車だけ！地車の背も高い
ため、迫力があります。

方向転換は地車の見ど
ころの一つ。力を込め
て一気に回します。

浜の堂自治会のみ光徳
寺から出発しました。

地車を見るためにたくさんの方
が集まっていました。

10 月 28日（土）
秋を感じながらコーヒーや
ケーキなどを楽しめます
（写真は昨年度のものです）


